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２．地域特性および地域公共交通の現状 

２-１.中城村の地域特性 
 

２-１-１.位置・地勢 
 

中城村は、沖縄本島の中部に位置し、北中城村や宜野湾市、西原町に囲まれています。

また、那覇市や沖縄市の中心市街地と約 10㎞圏内に位置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 ３ 中城村の位置 

 

中城村の地形は、平坦部、斜面部、台地

部の 3つで構成されています。 

海側から国道 329 号までが比較的平坦

な地形であり、国道 329 号から西側に標

高 120ｍ以上の斜面が連続しています。台

地部は北側から台城岳、上武当岳、新垣

山、糸蒲山となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４ 中城村の地勢 

資料：国土数値情報、中城村資料、国土地理院 色別標高図（海域部は海上保安庁海洋情報部の資料を使用

して作成） 

 

資料：国土数値情報 
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２-１-２.人口・世帯数等 

（１）人口分布および推移 

中城村の総人口は平成 22年の 17,680人から、令和 2年の 22,157人と約 1.3 倍増加して

おり、国立社会保障･人口問題研究所の推計によれば、今後も増加傾向が続く見込みです。

年少人口（0～14歳）の推移についても、増加傾向となっています。 

一方で、高齢化率は上昇傾向にあり、令和 2年の 18.6%から今後 30年間で 29.8％まで上

昇する予測となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 ５ 人口の推移と将来推計 

 

村内の人口分布を見ると、

上地区南上原への人口集積が

顕著となっていますが、国道

329 号沿線の久場土地区画整

理地区、伊舎堂～屋宜の住宅

地、奥間等でも比較的人口が

集積している箇所が見られま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６ 総人口の分布状況（250m メッシュ）      

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 
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高齢化率については、上地

区南上原を除いて高くなって

おり、特に上地区北上原では

高齢化率が 40％を超えるエ

リアが分布しています。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   図 ７ 高齢化率の状況（250ｍメッシュ）       

 

年少人口（0 歳～14 歳）の

人口分布については、総人口

と同様に、上地区南上原と国

道 329 号沿線の久場土地区画

整理地区、伊舎堂～屋宜の住

宅地、奥間等で人口が集積し

ている箇所が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８ 年少人口の分布状況（250ｍメッシュ）        

資料：国土数値情報、基盤地図情報、中城村資料、国勢調査（令和２年） 

資料：国土数値情報、基盤地図情報、中城村資料、国勢調査（令和２年） 
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（２）地区別の状況 

4地区のなかでは、下地区（伊集～浜）、下地区（安里～久場）、上地区（登又～北上

原）の高齢化率は約 30％と高い一方で、上地区（南上原）の高齢化率は 10％となっていま

す。 

年少人口の構成比について見ると、下地区（伊集～浜）、下地区（安里～久場）、上地

区（登又～北上原）では約 10％と少なくなっていますが、上地区（南上原）では 24％と年

少人口が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９ 地区区分の図 
資料：国土数値情報、中城村資料、国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １０ 地区別の年代別人口の割合 
資料：住民基本台帳（令和６年７月） 
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図 １１ 地区別の年代別人口の推移（H12（２０００）年を 1.00 とした場合の推移） 
 

（３）世帯数等 

世帯数は増加が続いていますが、世帯人員（1世帯あたりの平均世帯員数）については

減少が続いており、令和 2年の世帯人員は 2.46人/世帯となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １２ 世帯数および世帯人員の推移  

資料：国勢調査 
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２-１-３.住民の移動特性 

（１）通勤・通学 

１） 通勤流動 

村内に常住する就業者（15歳以上）の約 30％が村内で就業しており、村内から村外へ通

勤する「流出」が、村外から村内へ通勤する「流入」を約 1,900人上回る流出超過となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １３ 通勤による人口流動 

 

村内から村外への「流出先」、村外から村内への「流入元」ともに、宜野湾市、沖縄

市、西原町、那覇市で約 60％を占めます。 

流出先としては、宜野湾市が最も多く、次いで、那覇市、西原町となっています。流入

元としても宜野湾市が最も多く、次いで、沖縄市が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １４ 通勤による人口流動の内訳 

 

 

 

 

 

２） 通学流動 

村内に公立の高校がないことなどから、村内に常住する通学者（15歳以上）のうち約

70%が村外へ通学しています。 

また、村内への通学者は約 20％となっており、村内から村外へ通学する「流出」が、村

外から村内へ通学する「流入」を約 700人上回る流出超過となっています。 
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資料：国勢調査（令和２年） 

 

※15 歳以上就業者 

※その他：従業市区町村「不詳・外国」を含まない 

資料：国勢調査（令和２年） 
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図 １５ 通学による人口流動 

 

流出先としては、宜野湾市、西原町が多く、約 40％を占め、次いで、那覇市、沖縄市が

多くなっています。流入元としては、那覇市が最も多く約 28％であり、次いで、宜野湾市

が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １６ 通学による人口流動の内訳 

 

 

３） 通勤・通学時の利用交通手段 

通勤時の移動手段では「自家用車」が圧倒的に多く、約 82％と多数を占めています。 

一方で、通学時の利用交通手段としては、「自家用車」が最も多く約 43％を占めます

が、「乗合バス」や「学校のバス」、「鉄道・電車」の公共交通があわせて約 26％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

  

図 １７ 通勤・通学時の移動手段（中城村常住者） 

 

資料：国勢調査（令和２年） 

※15 歳以上通学者 

資料：国勢調査（令和２年） 

 

※15 歳以上通学者 

※その他：通学市区町村「不詳・外国」を含まない 

資料：国勢調査（令和２年） 
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（２）日々の買い物 

「日々の買い物」では、上地区（南上原）への外出が目立ち、上地区（南上原）では地

区内の外出が約 90％を占めます。また、下地区（安里～久場）でも地区内での外出割合が

約 25％と比較的高くなっています。 

下地区（伊集～浜）については、上地区（南上原）よりも西原町への外出割合が高くな

っており、全体の約半数を占めます。 

上地区（登又～北上原）と、下地区（安里～久場）では、宜野湾市への外出割合も比較

的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １８ 日々の買い物での外出先 

 

なお、具体的な外出目的地として

は、上地区（南上原）に位置するス

ーパーマーケットが多くなってお

り、「サンエーなかぐすく店」は全

体の約 40%を占めます。次いで、西

原町、宜野湾市に位置するスーパー

マーケットも多くなっています。 

   

※以下は、本計画の検討にあたって令和 6年 10月に実施した住民対象としたアンケート調査の結

果から整理しています。 

住民アンケート調査の概要については p.49をご参照ください。 

図 １９ 「日々の買い物」の外出目的地：上位 5 位 
資料：住民アンケート結果 

資料：住民アンケート結果 
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（３）特別な買い物 

「特別な買い物」では、北中城村への外出割合が顕著に高く、特に上地区（登又～北上

原）と下地区（安里～久場）では、半数近くを示しています。 

下地区（伊集～浜）については、北中城よりも西原町への外出割合が高くなっており、

全体の半数以上を占めます。 

日常の買い物と比べて、浦添市や那覇市、うるま市など広域な移動が見られるのが特徴

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２０ 特別な買い物での外出先 

 

 

なお、具体的な外出目的地として

は、北中城村に位置する「イオンモ

ール沖縄ライカム」が多くなってお

り、全体の約 35％を占めます。次い

で、西原町に位置するショッピング

モールも多くなっています。 

  

資料：住民アンケート結果 

図 ２１ 「特別な買い物」の外出目的地：上位 5 位 
資料：住民アンケート結果 
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（４）通院 

「通院」では、上地区（登又～北上原）を除いて地区内での外出が見られ、下地区（安

里～久場）と上地区（南上原）では、約 30％と比較的高くなっています。 

地区外への外出に関しては、いずれの地区でも西原町への外出割合が比較的高くなって

いますが、上地区（登又～北上原）に関しては、宜野湾市への外出割合も約 23％と高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２２ 通院での外出先 

 

 

なお、具体的な外出目的地として

は、下地区（安里～久場）と上地区

（南上原）に立地する病院・診療所

が多く、次いで、下地区（伊集～浜）

および西原町に立地する「ハートラ

イフ病院」、「ハートライフクリニ

ック」が多くなっています。 

  
図 ２３ 「通院」の外出目的地：回答数 10 件以上 

資料：住民アンケート結果 

※ 琉球大学病院については、調査時点（令和 7 年 1 月

の移転前）の住所（西原町）で集計を行った 

資料：住民アンケート結果 
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（５）運転免許保有状況 

運転免許保有状況を見ると、全体としては、高齢者も含めて住民の約 90％が運転免許を

所有し、実際に運転しています。 

男女別･年齢別の運転免許保有状況を見ると、30～70歳未満で 90%以上が運転免許を保有

しており、30～50歳未満の女性と 50～59歳代の男性については 100％の保有率となってい

ます。 

70 歳代では、免許保有率に男女差が見られるものの、女性でも約 76％が「運転免許保有

し、実際に運転している」と回答しています。一方で、80歳以上では男女ともに約 39％が

「以前は自動車の運転免許を持っていたが、返納した」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２４ 運転免許の保有状況 
資料：住民アンケート結果 
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２-１-４.観光の動向 
 

世界遺産の「中城城跡」への来

訪者を中心に、護佐丸まつりや

プロジェクションマッピング等

の中城城跡でのイベントや産業

まつり等の村内でのイベントへ

の来訪が見られます。 

中城城跡の来訪者数は、令和

2・3 年度は、コロナ禍で令和元

年度の 3 分の 1 以下の入場者数

となっていましたが、令和 4 年

度以降回復傾向にあり、令和 5年

度の中城城跡への入場者数は約

9万 7,000 人となっています。 

 

村内には、台地部を中心に中城城跡を始めとしたグスク関連の遺跡が立地しているほか、

平坦部に歴史資料図書館やレジャー体験施設が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２６ 主要観光地等 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、中城村資料  

図 ２５ 施設・イベント別の来訪者数の推移 
資料：中城村資料 
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２-２.公共交通の現状 
 

中城村内では、国道 329号および上地区の琉球大学付近を路線バスが運行するほか、宜野

湾市との市境付近に位置する沖縄自動車道を高速バスが運行しています。また、村内を一周

する形でコミュニティバス「護佐丸バス」が運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２７ 公共交通ネットワークの概況 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、中城村資料、那覇バス・琉球バス交通バスロケーションシステム  

久場回り線 

伊集回り線 
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これまでの取り組み内容について 

「護佐丸バス」は平成 27年度より本格運行が実施されていますが、それ以前から実証

運行が行われてきており、またデマンドタクシー「護佐丸タクシー」の実証運行等も実施

されています。 

以下では、これまでの取り組みの経緯や効果・課題を整理します。 

 

 

 

  

③護佐丸バス本格運行（平成 27年 7月 6日～9月 1日：無償、9月 2日より有償本格運

行開始） 

■概要 

・ 各路線とも平坦・台地地区を結び、公共交通空白地域を経由する。 

・ 朝は通学に特化した路線、日中は村内の移動が容易でわかりやすい路線とする。 

①護佐丸バス実験運行（平成 26年 1月 9日～22日：無償） 

■概要 

 

 

 

表 1 平成 25 年度実験運行概要 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

■結果 

・ 通学時間帯は児童生徒の利用が多く、日中では 50 歳以上の利用が中心となって

いる。 

→時間帯別利用者層により目的が異なる。 

②護佐丸バス実験運行(平成 27年 1月 13日～2月 22日:無償、2月 23日～28日:有償) 

■概要 

・ 時間帯別の利用者に最も適した生活支援交通の運行形態を選定、検証するた

め、朝・日中・夕方に分けたルートを設定する。 
 

■結果 

 
・ 平坦地区と台地地区を結ぶ路線を確保することにより児童生徒の通学、日中の買物

等の移動に利用されていたが、19 時以降の利用や土日の利用は僅かだった。 

 

系統 A系統 B1系統 B2系統

運行経路
ハートライフ～普天間
線

久場～琉大病院線（北
行き北上原経由）

久場～琉大病院線（南
行き北上原経由）

平日：11便 平日：5便 平日：6便

休日：9便 休日：4便 休日：5便

運行日時

運行形態

運賃

運行便数

・  7時台～19時頃

・  路線定期運行

・  無償運行

目
的

１．台地地区と平坦地区との往来を確保します。
２．公共交通が利用しにくい地域の利便性を高めます。
３．利用頻度が高い施設を経由しアクセス性を高めます。
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表 2 平成 27 年度運行概要 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■結果 

 

 

系統 朝便 日中便

運行経路 ①伊集普天間線　②久場琉大線
①伊集回り線　②久場回り線
※吉の浦会館を起終点

運行便数 ・各2便〈片道〉 ・各5便〈循環〉

運行日時 ・平日のみ：6:30～8:00 ・平日のみ：8:30～18:00

運行形態

運賃

・路線定期運行

小学生…50円／中学生・65歳以上・障がい者…100円／一般（左記以外）…200円

①護佐丸タクシー 実証運行（平成 27年 1月 13日～2月 28日） 

②護佐丸タクシー 実証運行（平成 27年 7月 6日～平成 31年 3月） 

■背景と概要 

・ 平成 25年度の護佐丸バス実験運行と意向調査結果等をふまえて、高齢者や障が

い者のニーズに即した公共交通手段を提供するため、多様な移動ニーズに柔軟に

対応できるドアツードアのデマンドタクシーの運行を試験的に開始した。 
 

表 3 平成 2７年度実証運行概要（赤字：①と②での変更点） 

 

・タクシー車両2台

・発時間固定（30分前までに予約）

・登録制（すべての人）

・村全域

・コミュニティバスの村外バス停（普天間りうぼう、琉大北口、中部商業
  高校）、琉大病院、渡口バス停、長田バス停、小那覇バス停

運行日時 ・平日（7時便～17時便）、休日（9時便～17時便）

・一乗車一律300円

※高校生や障がい者の運賃負担緩和策（特別回数券等）を検討

運行事業者 ・有限会社共同交通

運行形態

運行区域

運賃

ほぼ同様の形で現在の運行形態へ移行 

【変更点】 

・平成 28年度より村単費で運行を開始。運行事業者を 1社単独に変更 

・バス停名の変更 

・ 学生の通学や高齢者等の買い物への移動手段として利用されている。 

・ 課題としては、「利用者を増やす取り組み」や「収支の改善」が必要であり、「住民の

意向を把握し、運行主体の要望を精査した上で運行計画の改善を図る必要がある」 
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〇浜地区実証運行 

■概要 

・ 「浜地区に護佐丸バスを通してほしい」との要望を受け、護佐丸バスのルート

見直しの検討材料とするため、実証運行を実施した。 
 

表 4 実証運行概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■結果 

 

期間
・令和6年6月24日（月）～
　7月12日（金）

・役場の公用車を使用

・吉の浦会館で伊集回り線お
　よび久場回り線と接続する
　ように時刻表を設定

運行
区域

・吉の浦会館～臨時バス停
　（はまだ商店前）間の送迎
　を実施

運行
便数

・計8便

運行
日時

・平日のみ：8:35～15:00

運賃 ・無償運行

運行
形態

図 ２９ 実証運行結果 
資料：中城村資料 

■結果 

 

利用状況や護佐丸バスとあわせたコスト等を鑑み、運行中止 

臨時バス停 
（旧はまだ商店前） 

図 ２８ 実証運行の運行ルート 
 

0.6

0.7

0.7

0.4

0.4

0.1

0.3

0.4

0.2

0.7

0.9

0.3

0.0

0.1

0.0

0.1

0.0 0.5 1.0

8:35発 往路

復路

8:45発 往路

復路

10:15発往路

復路

10:35発 往路

復路

12:55発 往路

復路

13:20発 往路

復路

14:40発 往路

復路

15:00発 往路

復路

利用者（人/便）

往路：浜→吉の浦会館

復路：吉の浦会館→浜

・ 平成 29年度の護佐丸タクシーの延べ利用件数は 6,788件であり、そのうち高

齢者の病院を目的とした利用が全体の約 3割であった。 

・ 護佐丸バスの高齢者の年間利用者 7,240人よりも少ない状況となっている。 

・ 平成 29年度の実績値で運賃収入に対し、運行経費が大きく上回り、赤字額が

約 1,100万円であった。 

  

・ 8 時台の便と 13時前後の便

の利用者数が比較的多い。 

・ 乗車目的は買い物が最も多

く、次いでハートライフへ

の通院が多い。 

・ イベントとして乗車したと

推察される利用者もおり、

移動手段として利用した方

は限られる可能性がある。 

 



19 
 

２-２-１.高速バス・路線バスの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３０ １日あたりの高速バス・路線バス運行頻度図 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、中城村資料、東陽バス HP、沖縄バス HP、やんばる急行バス HP、那覇バ

ス・琉球バス交通バスロケーションシステム 

※ 路線バスについては、村内を経由する 6 路線を集計対象として、運行頻度を算出 
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（１）高速バスの運行概要 

中城村内の高速バスの停留所は、沖縄自動車道内のバス停「中城」1か所のみで、7路線が

運行しています。 

 

表 5 中城村内を経由する高速バスの系統一覧 

路線 系統 区間 
運行事業

者 
系統キロ 運行日 

1 日あたりの運行

回数※1（往復） 

111 高速バス 
那覇空港 

～名護バスターミナル 

那覇バス 76.4 km 

平日・ 

土日祝 

2.0 回/日 

琉球バス 76.5 km 2.5 回/日 

沖縄バス 76.0 km 2.5 回/日 

東陽バス 76.0 km 5.0 回/日 

117 
高速バス（美

ら海直行） 

那覇空港 

～ホテルオリオンモトブリ

ゾート＆スパ 

那覇バス 97.9 km 
平日・ 

土日祝 

4.0 回/日 

琉球バス 98.0 km 3.0 回/日 

沖縄バス 97.5 km 1.5 回/日 

113 具志川空港線 
那覇空港 

～具志川 
琉球バス 39.6 km 

平日・

土 

平日：5.0 回/日 

土：6.0 回/日 

123 石川空港線 
那覇空港 

～石川入口、東 山入口 
琉球バス 48.9 km 平日 1.0 回/日 

127 屋慶名高速線 
那覇バスターミナル 

～屋慶名バスターミナル 
沖縄バス 47.7 km 平日 1.5 回/日 

152 

イオンモール

沖縄ライカム

（高速線） 

那覇空港 

～イオンモール沖縄ライカ

ム 

琉球バス 27.2 km 
平日・ 

土日祝 
4.0 回/日 

YKB888  
那覇空港 

～運天港 

やんばる

急行バス 
114.7km 

平日・ 

土日祝 
11.0 回/日 

資料：沖縄総合事務局提供資料、東陽バス HP、沖縄バス HP、やんばる急行バス HP、那覇バス 琉球バス交通 

バスロケーションシステムより作成 

※1 運行回数はバス停「中城」を基準に算出 
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（２）路線バス 

１） 運行概要 

中城村内を運行する路線バスは、国道 329号経由の 1路線、琉球大学付近を経由または

起終点とする 5路線の計 6路線となっています。 

国道 329号を経由する東陽バスの 30番は、沖縄総合事務局の幹線バスに係る調査報告書

において、那覇市と沖縄市を結ぶ東海岸の幹線バス※として位置づけられています。 

琉球大学付近を経由する 5路線は、那覇バス株式会社が運行しており、94番、97番、

294 番はいずれもモノレール駅と琉球大学を結ぶ路線となっています。125 番普天間空港線

については、通常は村内を経由せず、15時台の 1便のみ村内の上地区を経由しています。 
※ 沖縄総合事務局運輸部企画室_沖縄本島における幹線バス路線網のあり方に係る調査事業報告書 

 

表 6 中城村内を経由する路線バスの系統一覧（令和７年１月時点） 

路

線 
系統 区間 

運行

事業

者 

系統 

キロ 
運行日 

1 日あたりの運行

回数※1（往復） 
備考 

30 泡瀬東線 
那覇バスターミナル

～泡瀬営業所 

東陽 

バス 
36.4km 

平日・

土日祝 

平日：17.0 回/日  

土：16.0 回/日 

日祝：12.0 回/日 

ドライバー

不足等によ

り、令和 6

年 9 月から

減便 

97 琉大線 
那覇バスターミナル

～琉大北口駐車場 

那覇 

バス 
16.3 km 

平日・

土日祝 

平日：23.5 回/日 

土：14.5 回/日 

日祝：15.0 回/日 

琉大病院の

移転に伴い

減便 

94 
首里駅琉大快

速線 

首里駅 

～琉大北口駐車場 

那覇 

バス 
7.7 km 平日 1.5 回/日 

琉大病院の

移転に伴い

減便 

294 
てだこ琉大快

速線 

てだこ浦西駅 

～琉大北口駐車場 

那覇 

バス 
5.4 km 平日 4.0 回/日 

琉大病院の

移転に伴い

経路変更お

よび増便 

てだこ浦西駅 

～琉球大学病院 

那覇 

バス 
12.9※2 km 平日 10.0 回/日 

297 
沖国琉大快速

線 

てだこ浦西駅 

～琉大附属小学校 

那覇 

バス 
8.6 km 平日 2.5 回/日 

琉大病院の

移転に伴い

減便 

125 
普天間空港線

（中城経由） 

那覇空港 

～琉球大学病院 

那覇 

バス 
27.0 km 平日 

0.5 回/日 

〈片道 1 便のみ〉 

琉大病院の

移転に伴い

経路変更 

資料：沖縄総合事務局提供資料、東陽バス HP、沖縄バス HP、那覇バス 琉球バス交通 バスロケーションシステ

ムより作成 

※1 運行回数は村内のバス停を基準に算出 

※2 那覇バス 琉球バス交通 バスロケーションシステムより、上りと下りの距離の平均値を使用 

 

 

 

 

  

※令和 7年 1月に琉球大学病院が西普天間へ移転したことに伴い、令和 7年 1月 6日より那覇バ

スの 5路線で、便数や経路変更が行われています。 

以下では、変更前の令和 5年度のデータにより分析を行っています。 
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２） 路線バスの利用状況（輸送人員・平均乗車密度等） 

中城村を通る路線のうち、国道 329号を走る 30番泡瀬東線の利用者数が最も多く、令和

5年度は約 67万人が利用しています。次いで、97 番琉大線が約 37万人と多くなっていま

す。 

125 番普天間空港線の利用者は年間約 20万人見られますが、村内を運行するルートは平

日の片道 1便のみとなっています。 

路線別の輸送人員の推移を見ると、いずれの路線も令和 2年度に減少し、令和 3年度以

降は増加傾向にあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３１ 路線別の輸送人員（令和５年）        図 ３２ 路線別の輸送人員の推移 
資料：沖縄総合事務局提供資料 

 

輸送人キロと平均乗車密度は、30番泡瀬東線が最多となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３３ 路線別の輸送人キロ（令和５年）        図 ３４ 路線別の平均乗車密度（令和 5 年） 
資料：沖縄総合事務局提供資料 
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３） 路線バス（30番泡瀬東線）の利用状況 

中城村内の主要バス路線である 30 番

泡瀬東線（東陽バス）の中城村内区間の利

用状況を把握することを目的として、平

日 1 日の全便を対象とした乗降調査を実

施しました。調査区間は、中城村内区間を

含むハートライフ～熱田が対象です。 

調査対象区間の利用状況を見ると、沖

縄市方面の乗車と那覇市方面の降車が多

くなっており、特に高校生の利用が集中

しています。 

図 ３５ 1 便当たりの利用者の年代別構成比 
資料：沖縄総合事務局提供資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３６ 利用者数（乗車・降車）の多いバス停 
資料：国土数値情報、乗降調査結果（令和 7 年 7 月 1 日）  

沖縄市 
方面 

那覇市 
方面 

合計 

降車数 乗車数 
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時間帯別の利用状況を見ると、沖縄市方面の早朝便、那

覇市方面の夕方便・夜間便で高校生の利用が多くなって

います。中学生も同様の傾向が見られ、中高生の通学手段

として広域交通である路線バスが利用されています。 

中学生は中城中学校の最寄りの「中城役場前」と、中城

村役場より西側の「津覇」「奥間」での利用が多くなって

います。 

また、那覇市方面の早朝便は「一般」の利用者が多くな

っており、通勤目的での利用が考えられます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３７ 時間帯別年代別車内人員（1 便あたり） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３８ バス停別年代別の乗降者数（1 便あたり） 
資料：いずれも乗降調査結果（令和 7 年 7 月 1 日）  

【沖縄市方面】 【那覇市方面】 

表 7 時間帯の区分 

【沖縄市方面】 

【那覇市方面】 
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２-２-２.コミュニティバスの概要 

（１）運行概要 

中城村では、公共交通空白地域での移動手段確保と村内児童・生徒の通学手段確保等を目

的に平成 27年 9月よりコミュニティバス「護佐丸バス」の本格運行を開始しています。村

内の台地部と低地部を結び村内を一周する 2 路線と、小中高生の通学に対応した 2 路線の

計 4路線が運行されています。 

車両はポンチョ 2台を使用しており、［久場回り線］［伊集回り線］は 5便/日、通学に

対応した［伊集普天間線］および［久場琉大線］は、朝の 2便のみ運行しています。 

運賃は現金または回数券で、高校生以上は 1 乗車 200 円、中学生・65 歳以上・障がい者

は 100 円、小学生は 50円となっています。また、［伊集普天間線］と［久場琉大線］はバ

ス停「奥間」で乗り継ぎ券を利用した乗り継ぎを可能としています。 
 

表 8 コミュニティバス路線一覧 

 
路線 始点 終点 

1 日あたりの 

運行回数（往復） 

走行 

距離※ 
号車 運行日等 

早
朝
便 

伊集 

普天間線 
伊集 

普天間 

りうぼう 

1.0 回/日 

〈片道 2 便のみ〉 
8.9 ㎞ 

1 便 1 号車 

2 便 2 号車 

運行日：平日（6:50～8:16） 

運休日：土日祝日、慰霊の

日、年末年始 

※学校の長期休み期間も

運休 

久場 

琉大線 

ひが皮膚科

クリニック

前 

中部商業 

高校前 

1.0 回/日 

〈片道 2 便のみ〉 
9.8 ㎞ 

1 便 2 号車 

2 便 1 号車 

日
中
便 

伊集 

回り線 

吉の浦会館を起点に 

時計回りに循環 

5.0 回/日 

〈循環〉 
31.2 ㎞ 1 号車 

運行日：平日 

（8:50～18:17） 

運休日：土日祝日、慰霊の

日、年末年始 

久場 

回り線 

吉の浦会館を起点に 

反時計回りに循環 

5.0 回/日 

〈循環〉 
34.0 ㎞ 2 号車 

※ 走行距離は google map より算出 

表 9 護佐丸バスの運行形態の概要 

運行車両 

・ポンチョ 2 台（全長

7m、全幅 2.1m、33 名

乗り） 

・マイクロバス 1 台

（村所有の予備車） 

１号車（ピンク色バス） ２号車（緑色バス） 

 

 

 

 

 

 
 

 

運賃 

現金または回数券 

小学生 50 円 回数券：2,500 円(50 枚綴り、1 枚あたり 50 円) 

中学生、65歳以上の高齢者、

障がい者 
100 円 回数券：5,000 円(50 枚綴り、1 枚あたり 100 円) 

一般 200 円 回数券：7,500 円(50 枚綴り、1 枚あたり 150 円) 

小学生未満 
保護者同伴の場合、1 人目無料 

2 人目から小学生料金を徴収 

運行事業者 東陽バス株式会社 

資料：中城村資料 



26 
 

 

図 ３９ コミュニティバスの路線図 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、中城村資料 

 

（２）利用状況・財政負担等の概要 

護佐丸バスの利用者数は、新型コロナウ

イルスの影響により、令和元年度から令和

2 年度で 7 割まで減少しましたが、令和 3

年度以降は徐々に回復してきています。 

5 類感染症へと移行した令和 5 年度以降

利用者数は増加しており、令和 6年度の年

間の利用者数は、42,672人と、最も利用者

数の多かった令和元年度の利用者数を上

回る数値となっています。 

予備車のマイクロバスを購入した令和 2

年度を除き、財政負担額は概ね年間 1,700

万～2,000万円程度で推移しています。 

 
図 ４０ 利用者数と財政負担額の推移 

資料：中城村資料 

久場回り線 

伊集回り線 
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護佐丸バスの運賃収入は、令和 2年度に

100 万円程減少したものの、令和 5 年度は

増加しており、約 450 万円/年となってい

ます。 

収支率については、マイクロバスを購入

した令和 2年度を除き、15％～21％を推移

しています。 

財政負担額については、利用者数の増加

に伴い運賃収入は微増しているものの、依

然として運行経費が運賃収入を大きく上

回っており、財政負担に大きく依存しなが

ら運行される状況となっています。 

 

 

 

 

 

（３）路線別の利用状況等 

１） 利用者数の推移 

年間の輸送人員(利用者数)は、[久場回り線]が最も多く、令和 6年度は 16,406人で、全

体の約 38％を占めています。 

[伊集回り線］[久場回り線]の日中便と、[久場琉大線]は、全体の利用者数の推移と同様

の傾向となっていますが、［伊集普天間線］に関しては、年間 3,000人前後で推移してき

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４２ 利用者数の推移 
資料：中城村資料 

 

 

 

  

図 ４１ 収支状況の推移 
資料：中城村資料 

 

※以下の分析では、最新のデータである令和 6年度（令和 6年 4月～令和 7年 3月）のデータ

により分析を行っています。 
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２） バス停別の利用状況 

［伊集普天間線］の終点であり、日中便も運行されている「普天間りうぼう」の乗車数

と降車数が最も多く、乗車と降車を合わせた利用者数は 1日平均約 58人となっています。 

［伊集普天間線］と［久場琉大線］の乗り継ぎ地点である「奥間」や、目的地としての

利用が考えられる「中小前」「中学校前」でも、1日の平均利用者数が 20人以上となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４３ バス停別の 1 日あたりの利用者数 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、国勢調査（令和２年）、中城村資料  

村内の人口が集積し

ている南上原地区で

は、地区内のバス停

の乗降者数が 10～

20 人/日見られる。 

上地区（新垣～北上原）

は乗降者数が少ない。 

［伊集普天間線］

と［久場琉大線］

の乗り継ぎ利用と

しての利用が多い

と考えられる。 
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３） 路線別の利用特性 

令和 6年度は、[伊集普天間線］[久場琉大

線]は208日、日中便は244日運行しており、

以下の 1便あたりの分析では、運行日数に各

路線の運行便数を乗じた数値を年間の運行

便数として算出します。 

1便あたりの利用者数は、[久場琉大線]が

21.8 人/便で、年間の利用者数が最も多い

[久場回り線]の約 1.6倍となっています。 

 

 

路線ごとの年代別利用者は、[伊集普天間

線］では小学生・中学生の利用がほぼなく、

一般利用者が大半となっている一方で、[久

場琉大線]は小学生・中学生の利用が半数以

上を占めています。 

また、[伊集普天間線］[久場琉大線]は高

齢者の利用が限定的である一方で、[伊集回

り線］[久場回り線]では高齢者が約 40％を

占めています。 

図 ４５ 1 便あたりの利用者の年代別構成比 
資料：中城村資料 

 

 利用者アンケート結果 

 

【利用者の利用目的構成】 

・ 主に買い物や通院、通学など日常生活における外出に利用されています。 

・ [伊集回り線］[久場回り線]の日中便で「買い物」、「通院」の回答が多く、[伊集

普天間線］[久場琉大線]では「通勤」、「通学」の回答割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４６ 利用目的（路線別） 

図 ４４ 路線別 1 便あたりの利用者数 
資料：中城村資料 
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４） 路線別の利用状況 

■伊集普天間線 

・ 「一般」が利用者の大半を占め、

特に 2便で多くなっています。 

 

 

 

図 ４７ 年代別 1 日あたりの平均利用者数 

 

■久場琉大線 

・ 「小学生」および「中学生」が利

用者の半数以上を占めており、通

学での利用が目立ちます。 

   
   
 

図 ４８ 年代別 1 日あたりの平均利用者数 

 

■伊集回り線 

・ 「高齢者」の利用が多く、特に１

便で顕著になっています。 

・ 4便、5便では「小学生」、「中学

生」の利用も多く、下校手段とし

ての利用が目立ちます。 

 

 

 

 

 

図 ４９ 年代別 1 日あたりの平均利用者数 

 

■久場回り線 

・ 「高齢者」の利用が多く、特に 1

便、4便で顕著になっています。 

・ 4便、5便では「小学生」、「中学

生」の利用も多く、下校手段とし

ての利用が目立ちます。 

 

 

 

 

 

図 ５０ 年代別 1 日あたりの平均利用者数 
資料：いずれも中城村資料 



31 
 

■伊集普天間線 

・ 「奥間」まで降車は見られず、乗車のみの利用となっています。 

・ 「奥間」または「普天間りうぼう」への移動を目的とした利用が中心になっていると

考えられます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■久場琉大線 

・ 1便は「琉大附属学校前」、2便は「中小前」、「役場前」、「中部商業高校前」での

降車が多くなっており、各施設への通学・通勤での利用が中心になっていると考えら

れます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

図 ５１ バス停別乗降者数 
 

図 ５２ 区間別車内人員 
 

図 ５３ バス停別乗降者数 
 

図 ５４ 区間別車内人員 
資料：いずれも中城村資料 
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■伊集回り線 

・ 4 便の「琉大附属学校前」での乗車が多く、下校手段として利用されているものと考

えられます。 

・ 「普天間りうぼう」での乗車・降車がともに 10人/日と最多となっており、特に 4便

での利用が多くなっています。 

・ 「サンエー前」、「おきぎん前」は各便で降車が見られ、買い物等を目的として利用

されているものと考えられます。 

・ 「普天間りうぼう」では、乗客が入れ替わっている可能性が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５５ バス停別乗降者数 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５６ 区間別車内人員 
資料：いずれも中城村資料  
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■久場回り線 

・ 「普天間りうぼう」の乗降者数が最も多く、15人/日の乗車が見られます。 

・ 次いで、「中城モール」での乗降者数が多く、8人/日の降車が見られます。 

・ 「普天間りうぼう」で乗客が入れ替わっている可能性が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５７ バス停別乗降者数 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５８ 区間別車内人員 
資料：いずれも中城村資料  
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５） 日中便の利用特性 

・ 日中便を図 59の 3つの利用区間に

分けて、利用特性を整理しました。 

・ ［伊集回り線］［久場回り線］とも

に吉の浦会館～普天間りうぼう

（伊集経由：区間①、久場経由：区

間②）の利用が約 8割を占め、普天

間りうぼうを「またぐ」利用（区間

③）は限定的となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・ 便別に見ると、［伊集回り線］［久場回り線］ともに全便で区間①の利用者が多くなって

います。 

・ 一方で、伊集回り 4 便と久場回り 5 便では、「普天間りうぼうから乗車」する利用が多

くなっています。該当時間帯は、普天間高校生の下校手段として利用されている可能性

があり、時間帯や利用区間別に利用特性が異なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 ５９ 利用区間 

区間③

吉の浦
会館

普天間
りうぼう

吉の浦
会館

区間②区間①

「伊集」「ハー
トライフクリ
ニック」「琉大
北口」経由

「中学校
前」「久
場」経由

区間をまたぐ利用

図 ６２ 便別の区間別利用割合 

   資料：中城村資料 

   資料：中城村資料 

図 ６１ 護佐丸バス日中便の利用特性    資料：利用者アンケート結果 

※ 利用者アンケートで回答された「最寄りのバス停」と「よく使うバス停」を線でつなぎ、護佐丸バスの

移動特性の把握を行う。経路上 2 回通るバス停については、 区間が短い方を採用し、傾向を把握 

(n=74) 

図 ６０ 路線別の区間別利用割合 

区間①（吉の浦会館～伊集
～普天間りうぼう）

区間②（吉の浦会館～久場
～普天間りうぼう）

区間③（普天間りうぼう
を跨ぐ利用）

回答数３

回答数２

回答数１

野嵩一丁目

普天間
りうぼう

中城モール

久場

泊

伊舎堂

添石公園前

中小前

中
学
校
前

添石

登又

伊集

吉
の
浦
会
館

役
場
前

安
里

奥
間

津覇
北浜

南浜
和宇慶

ハートライフ
クリニック

県営団地前

サンエー前

おきぎん前

琉大附属学校前

琉大北口

南上原

野嵩一
丁目

第二登又
サンヒルズ

営林署前

新垣
北上原

売店前

中
学
校
前

役
場
前

津覇

吉
の
浦
会
館
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２-２-３.交通空白地域・交通不便地域 

（１）交通空白地域 

地形の制約が大きい上地区登又

～北上原や、比較的人口が高密度

に集積する下地区浜で公共交通サ

ービスが提供されていない「交通

空白地域」が見られ、中城村の総人

口の約 22％が交通空白地域に居住

しています。 

地区別に見ると、下地区浜では

地区内にバス停が存在せず、地区

の人口の約 90％が交通空白地域

に居住しています。 

なお、ここでは、バス停から半

径 300m※1の圏域を「交通サービス

圏域」とし、その外側を「交通空

白地域」としています。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６３ 交通空白地域の人口分布状況 

 面積

(ha) 

構成

比 

人口 

総数 

構成

比 

75歳

以上人

口※3 

構成

比 

全体 1,553 100% 23,938 100% 2,205 100% 

交通サ

ービス

圏域※ 

1 

786 51% 18,590 78% 1,645 75% 

交通空

白地域
※2 

767 49% 5,202 22% 554 25% 

表 10 交通空白地域の人口・面積 

 

※1「都市構造の評価に関するハンドブック（国土交通省）」にお

けるバス停徒歩圏に準拠 

※2 交通サービス圏内人口および交通空白地域人口については

国勢調査（令和 2 年）の人口メッシュ（250ｍ）データを各地

域で按分して算出 

※3 住民アンケート結果より、高齢者のうち、免許返納率が高く

なるのは 70 歳以上。国勢調査の人口メッシュ（250ｍ）デー

タの年齢区分のうち、70 歳以上を含む「75 歳以上」を対象に

分析を実施 

資料：国土数値情報、基盤地図情報、中城村資料、国勢調査（令和 2 年） 
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（２）交通不便地域 

高齢者が無理なく歩ける距離である 100ｍ※1圏外を「交通不便地域」とした場合、中城

村の総人口の 82％が交通不便地域に居住しています。 

上地区北上原では、交通不便地域の居住人口割合が 90％を超えており、民生委員アンケ

ートでも「バス停まで時間がかかる」という意見が見られます。 
※１ 一般的に交通空白地帯を分析する際のバス停からの距離は 300ｍを用いるが、バスサービスハンドブック

（土木学会）では、高齢者が無理なく歩ける距離が、100ｍとされていることから、バス停から 100ｍ圏外

を「交通不便地域」として、分析を実施 

 

表 11 交通不便地域に居住する総人口および 75 歳以上人口の割合 

 

人口総数 75歳以上人口 

人口総数 

交通不

便地域

人口※2 

交通不便地

域人口割合 

75歳以上

人口総数 

交通不便地

域人口※2 

交通不便

地域人口

割合 

総数 23,938 19,565 82% 2,205 1,798 82% 

下地区（伊

集～浜） 

伊集 949 871 92% 166 156 94% 

和宇慶 715 526 74% 110 79 71% 

南浜 192 138 72% 26 19 71% 

北浜 424 370 87% 64 55 87% 

津覇 1,551 1,390 90% 157 139 89% 

奥間 1,225 1,137 93% 112 103 91% 

浜 477 477 100% 115 115 100% 

下地区（安

里～久場） 

安里 406 364 90% 56 51 91% 

当間 901 702 78% 114 89 78% 

屋宜 818 606 74% 77 55 72% 

添石 594 395 67% 142 87 61% 

伊舎堂 789 663 84% 138 78 56% 

泊 358 262 73% 54 39 73% 

久場 1,493 1,261 84% 128 110 86% 

上地区（登

又～北上

原） 

登又 1,284 1,053 82% 154 130 84% 

新垣 1,140 940 82% 100 80 80% 

北上原 1,696 1,627 96% 184 178 96% 

上地区（南

上原） 
南上原 8,784 6,641 76% 299 227 76% 

※２ 交通不便地域人口については国勢調査（令和２年）の人口メッシュ（250ｍ）データを交通不便地域で按分

して算出 
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図 ６４ 交通不便地域の人口分布状況 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、中城村資料、国勢調査（令和 2 年） 
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２-２-４.乗り継ぎ利用の実態 

（１）護佐丸バスでの乗り継ぎ実態 

護佐丸バスの利用者のうち、40％が「乗り継ぎ利用をすることがある」と回答していま

す。また、乗り継ぎで利用する公共交通機関については、「路線バス」が約 70％と高く、

次いで、「タクシー」が約 26％で、特に高齢者では「タクシー」の回答割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６５ 乗り継ぎの有無               図 ６６ 乗り継ぎで利用する公共交通 
資料：利用者アンケート結果 

 

 

１） 乗り継ぎ地点 

利用者アンケートで乗り継ぎが確認されたバス停は以下のとおりです。 

 

表 12 護佐丸バスとの乗り継ぎバス停一覧 

資料：利用者アンケート結果 

※ 路線バスのバス停名で回答されていたもののうち、近距離に護佐丸バスのバス停が確認できたバス停につい

ては、護佐丸バスのバス停名を表記 

 

 

 

 

 

 

 

乗り継ぎをする移動手段 バス停名※ （）内は回答数 

高速バス 琉大北口(3） 

路線バス 
サンエー前(1)、おきぎん前(4)、普天間りうぼう(11)、南上原(2)、

琉大北口(1)、ハートライフクリニック(4)、中城モール(1)、役場(1) 

タクシー 
ハートライフクリニック(5)、普天間りうぼう(2)、南上原(1)、野嵩

一丁目(1)、ほとんど(1)、 

その他 おきぎん前(1)、長田（路線バスのバス停）(1) 

29

41.4%

28

40.0%

13

18.6%

乗り継ぎ利用をすることはない。

乗り継ぎ利用をすることがある。

無回答

(n=70）
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図 ６７ 護佐丸バスの乗り継ぎ地点 
資料：国土数値情報、基盤地図情報、中城村資料、利用者アンケート結果 

 

 
 

２） 「奥間」での乗り継ぎ実態 

［伊集普天間線］と［久場琉大

線］の乗り継ぎポイントとして設

定されている「奥間」バス停で、

乗り継ぎを行っている利用者は、

令和 6年度の平均で 3.7人/日と

なっています。 

当該 2路線の「奥間」の平均利

用者は 10.6人/日であり、おおよ

そ 3分の１が乗り継ぎを行ってい

ます。 

97 番琉大線 

等との 

乗り継ぎ 

「普天間」で

複数の路線と

乗り継ぎ可能 

30 番泡瀬

東線との

乗り継ぎ 

図 ６８ 月別 1 日あたりの乗り継ぎ券利用者数 

（令和６年度） 
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資料：中城村資料 

（２）モノレールの利用と移動手段 

護佐丸バスの利用者のうち、約 36％が「モノレールを利

用することがある」と回答しています。 

モノレールまでの移動手段については、全体では「護佐

丸バス」が 20％、「路線バス」が 76％と多くなっていま

す。 

地区別で見ると、各地区とも「路線バス」の回答割合が

最も高いものの、上地区（南上原）以外の地区では「護佐

丸バス」の回答が見られ、「護佐丸バス」と「路線バス」

を組み合わせてモノレールまで乗り継いでいるものと推察

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 ７０ モノレール駅までの移動手段 
資料：いずれも利用者アンケート結果 

図 ６９ モノレールの利用の有無 

31

44.3%

25

35.7%

14

20.0%

利用することはない。

利用することがある。

無回答

(n=70）
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２-２-５.その他 

（１）タクシー 

中城村内に事業所があるタクシー事業者は株式会社共友タクシー1社であり、車両保有

台数は 23台、ドライバーは 34人となっています。 

共友タクシーはひまわりタクシー株式会社のグループ会社であり、浦添市を中心に 6社

グループ会社が立地しています。 

輸送人員は、1日 300人前後で、週末は 600 人前後となっています。（交通事業者ヒア

リングより） 

 

表 13 タクシー事業者の概要  

NO 会社名 許可年月日 住所 
タクシー台数 

（台） 

運転手 

（人）  

1 株式会社 共友タクシー 
昭和 39年 2

月 3日 

中城村津覇 220

番地 
23 34 

グ
ル
ー
プ
会
社 

2 
ひまわりタクシー株式会

社 

昭和 47年 6

月 3日 

浦添市西原 5-8-

10 

30 
- 

ハイヤー6 

3 合資会社 広栄タクシー 
昭和 39年 2

月 3日 

浦添市西原 5-8-

10 
10 - 

4 合資会社 光タクシー 
昭和 39年 2

月 10日 

浦添市西原 5-8-

10 
10 - 

5 
合資会社 光タクシー曙

営業所 

平成 31年 4

月 1日 

那覇市曙 1 丁目

15番地 16 
19 - 

6 株式会社 共和交通 
昭和 49年 5

月 4日 

糸満市武富 154

番地 
28 - 

7 株式会社 浦添交通 昭和 36年 
西原町棚原 577

番地 4 
24 - 

8 ゆうなタクシー株式会社 昭和 50年 
北中城村屋宜原

689番地 
27 - 

資料：事業者ヒアリング結果、事業者 HP 
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（２）スクールバス 

１） 運行概要 

中城村内の児童・生徒の登下校支援を目的として、スクールバスが運行されており、主

に台地部に居住する中城中学校生徒と上地区（登又～北上原）に居住する中城南小学校の

生徒を対象に送迎を行っています。 

 

表 14 スクールバスの運行概要 

運行車両 
・中型バス（40 名乗り）2台 

・マイクロバス 1台 

運行日時 
平日のみ：登校時（6：30～8：00） 

下校時（14：50～19：40） 

路線 
登校：登又～中城南小学校～中城中学校 

下校：中城南小学校または中城中学校発 

運賃 回数券※ 

運行事業者 株式会社セノン 

資料：中城村資料 

※ 令和 5 年度より、スクールバスの回数券と護佐丸バスの回数券が統合したため、護佐丸バスの回数券を購

入することで、スクールバスに乗車可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７１ スクールバスの運行経路 
資料：国土数値情報、中城村資料 
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表 15 路線ごとの経路および始発時間（令和 6 年度時点） 

資料：中城村資料 

※ 下校時刻は学校の予定にあわせて、月ごとに変更している 

 

２） 利用状況 

令和 5年度は年間 38,575人の利用者が見られ、利用者の約 8割を「中学生」が占めてい

ます。 

月別の利用者数では、5月が最も多く 4,629人となっています。 

また、1日あたり平均では「小学生」は約 34人、「中学生」は約 155人が利用していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７２ スクールバスの利用者数の月別推移（令和５年度） 
 

表 16 スクールバスの 1 日あたりの利用者数（令和５年度） 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9

月 

10 

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

合 

計 

平

均 

運行日数 17 20 20 13 6 20 21 21 17 17 20 12 204 17 

1 日

あた

りの

利用

者数 

小学生 35 39 35 37 21 32 39 33 35 33 33 32 404 34 

中学生 162 192 163 180 144 161 168 140 155 126 136 110 1,836 155 

計 197 232 198 217 165 193 207 174 189 158 170 142 2,240 189 

資料：中城村資料  

  1便 2便 

登

校 

Aバス 

登又～中城南小学校～中城中学校 
6：34発 7：15発 

Bバス 

1便：中城南小学校～中城中学校 

2便：登又～中城南小学校～中城中学校 

6：30発 7：08発 

Cバス 

登又～中城南小学校～中城中学校 

6：40発 

（南上原バス停発） 
7：00発 

下

校
※ 

中城南小学校発 14：50発 15：45発 

中城中学校発 16：18発 17：03発 

中城中学校発（補修講座および部活用） 17：30発 18：45発 

593 786 694 483
125

647 812 702 586 553 668 387

2754

3843
3260

2333

864

3210
3524

2946
2633

2134
2721

1317

0

1000

2000

3000

4000

5000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

輸
送
人
員
（
人
）

小学生 中学生
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（３）送迎サービス実施事業者 

中城村内に立地または村内を運行区域とするデイサービス等の送迎サービスを実施する

事業者に対して、送迎サービスの運行状況や利用状況、公共交通との連携の可能性等を把

握することを目的としたアンケート調査を実施しました。 

以下は、回答が得られた事業者の送迎サービスの実施概要です。 

 

表 17 送迎サービス等実施事業者の概要（抜粋）(１/2) 

NO 事業者名 利用対象者 運行日 運賃 車両数 

ドラ

イバ

ー数 

1 

なかぐすく日の出

園デイサービスセ

ンター 

要介護者 

要支援者 
平日のみ 無料   14 

2 
ワンアップ 西原

店 

介護認定者 

高齢者 

月～金 

盆・年末年始、

その他休みあり 

デイサービ

ス費に含む 

4名乗り 1台 

5～6名乗り 3台 
4 

3 
デイサービスセン

ターＭＩＮＡＭＩ 

要介護者 

要支援者 

月～金 

日祝 
  5台 7 

4 
デイサービスセン

ターオアシス 

要介護認定

を受けた利

用者（要支援

1～要介護 5） 

月～土（年末・

年始以外） 
  

10名乗り 3台 

5名乗り 1台 
  

5 
デイサービスセン

ターかふ～ 

入居者およ

び利用者 

月～土（休日含

む） 
なし 

8名乗り 2台 

4名乗り 1台 
  

6 
社会福祉法人  

ハイジ福祉会 
15名程度 

月～金（土日・

祝、年末・年始

以外） 

無料 

サービス費

（公費）片

道 490円 

2台 2 

7 
デイサービスセン

ターひふみ 

介護認定者 

介護の必要

な方 

毎日 無料 
4名乗り 4台 

5名乗り 2台 
10 

8 
ブルーミング南上

原 

通所介護利

用者 
1月 1日以外 無料 

6名乗り 2台 

5名乗り 1台 

4名乗り 2台 

5 

9 
在宅介護サービス

センター中城 

要介護者 

要支援者 

日曜、元旦以外

（祝日含む） 
片道 470円   13 

10 デイケア信成苑 

要介護認定

を受けた利

用者（要支援

1～要介護 5） 

月～土（年末・

年始以外） 

介護サービ

スに含まれ

ている 

10名乗り 3台 

5名乗り 3台 
12 

資料：送迎サービス等実施事業者アンケート結果 
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表 18 送迎サービス等実施事業者の概要（抜粋）(2/2) 

NO 事業者名 利用対象者 運行日 運賃 車両数 

ドラ

イバ

ー数 

11 

社会福祉法人  

中城村社会福祉協

議会 

事業所の利

用者 

月～金および祝

祭日に開所する

日 

無料 

10 名乗り 2 台

（うち 1 台リフ

ト車） 

5名乗り 1台 

4名乗り 1台 

3～4 

12 
デイサービスセン

ター野の花 

70～90 代の

デイ利用者 

施設の休館日以

外（日、年末年

始等） 

※月～土迄 

デイサービ

スの介護保

険料に含ま

れる 

4名乗り 3台 1 

13 
ピーコム体育スク

ール 

スクール生

徒 
火～土曜日 

基 本 無 料

（スクール

バックを購

入した方の

み 利 用 可

能） 

8名乗り 1台 2 

資料：送迎サービス等実施事業者アンケート結果 

 

 

 

（４）その他の交通事業者 

１） 貸切バス事業者 

貸切バス事業者 1社が、中城村内に営業所を有しています。 

 

表 19 貸切バス事業者概要 

事業者名 株式会社サクシードバス 

設立年 平成 9年 10 月 1日 

営業所位置 中城村南上原 944 番地 205 

保有台数 

大型バス 9台 

小型バス 1台 

マイクロバス 3台 

ハイエース 2台 

運転手 12名 

備考 沖縄カトリック小学校、沖縄県立芸術大学のスクールバスを運行 

資料：株式会社サクシードバス HP 

 

  



46 
 

（５）シェアサイクル 

１） シェアサイクルの概要 

中城村内にシェアサイクルが設置されており、令和 6年 4月から令和 7年 3月の利用ユ

ーザー数は 1,184名となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 20 村内及び近隣のステーション 

 

資料：中城村資料、事業者 HP 

 

NO ステーション名 ラック数 

1 竹口原公園 9 

2 沖縄銀行 なかぐすく支店 4 

3 赤森原公園 6 

4 ちゅらばる公園 6 

5 ゆらてぃく公園 5 

6 南坂田原公園 5 

7 サンエーなかぐすく店 5 

8 南上原糸蒲公園 6 

9 石橋原公園 6 

10 山内原公園 6 

１１ 中城モール 11 

NO ステーション名 ラック数 

12 ローソン登又店前 5 

13 中城城跡 5 

14 護佐丸歴史資料図書館 5 

15 中城村役場 5 

16 長田交差点① 17 

17 長田交差点② 7 

18 琉球大学 人文社会学部前 12 

19 宜野湾市民図書館 4 

20 中部商業高校前 7 

21 MINA SHARE 5 

合計 140 

図 ７３ シェアサイクルのステーション位置図 
資料：国土数値情報、中城村資料、事業者 HP 

※図内の数値は表 20 のステーション番号を示す 
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２） 利用状況  

■月別利用回数  

月別利用回数を見ると、中城村内完結の利用はほとんど見られず、全体の約 15％となっ

ており、主に村内外の利用に利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７４ 利用回数の数え方 
資料：中城村資料、事業者資料 

 

図 ７５ 月別利用回数（令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月） 
資料：中城村資料、事業者資料  

中城村 周辺市町村

③エリア外へ（out)

②エリア内へ（ｉｎ)

①エリア内完結（own)

中城村から貸出、
中城村へ返却

周辺市町村から貸出、
中城村へ返却

中城村から貸出、
周辺市町村へ返却

・①②③すべてを利用回数としてカウントします
・利用時間は返却時間が基準となります
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■ラック別の利用回数  

ステーション別の利用者数を見ると、てだこ浦西駅と長田交差点の利用者数が多く、路

線バスとの乗り継ぎやモノレールとの乗り継ぎに利用されていることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７６ 貸出回数と返却回数の合計値（令和 6 年 9 月 1 日～令和 7 年 8 月 31 日） 
資料：中城村資料、事業者資料 

※利用経路別の利用回数のデータから、貸し出し回数と返却回数を合算 

 

 

■時間帯別の利用度（曜日別） 

時間帯別の利用度を見ると、17 時～19時の帰宅の時間帯の利用が多くなっています。 

 

図 ７７ 時間帯別の利用度（令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月） 
資料：中城村資料、事業者資料 

  

利用時間帯 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

0 0.3% 0.3% 0.2% 0.1% 0.2% 0.3% 0.4%

1 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.3%

2 0.0% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.2%

3 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0%

4 0.1% 0.2% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%

5 0.1% 0.1% 0.2% 0.1% 0.2% 0.2% 0.1%

6 0.5% 0.9% 0.8% 0.8% 0.8% 0.2% 0.2%

7 0.5% 0.4% 0.6% 0.6% 0.8% 0.3% 0.4%

8 0.8% 0.9% 1.1% 0.8% 1.2% 0.8% 0.9%

9 0.3% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 0.6% 0.7%

10 0.6% 0.8% 0.7% 0.5% 0.5% 0.8% 0.7%

11 0.4% 0.6% 0.4% 0.5% 0.4% 0.6% 0.7%

12 0.7% 0.9% 0.9% 0.7% 0.9% 0.8% 0.5%

13 0.6% 0.7% 0.7% 0.6% 0.7% 0.7% 0.8%

14 0.9% 0.8% 0.6% 0.8% 0.7% 0.8% 0.9%

15 0.9% 0.7% 1.1% 0.5% 0.7% 0.6% 0.7%

16 1.1% 1.4% 1.2% 1.1% 1.2% 0.9% 0.9%

17 1.0% 1.0% 1.6% 1.0% 1.4% 1.0% 0.8%

18 1.2% 1.2% 1.1% 1.2% 1.4% 1.1% 0.8%

19 1.0% 1.1% 1.0% 1.2% 1.2% 0.9% 0.6%

20 0.7% 0.6% 0.7% 0.8% 0.9% 0.6% 0.5%

21 0.5% 0.7% 0.5% 0.6% 0.7% 0.8% 0.7%

22 0.7% 0.6% 0.5% 0.7% 0.6% 0.7% 0.7%

23 0.5% 0.4% 0.5% 0.5% 0.4% 0.7% 0.6%

0.0% 1.6%

利用回数合計の％

路線バスとの乗り継ぎ 

モノレール駅との 
乗り継ぎ 

村内のステーション 

村外のステーション 
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２-３.アンケート調査結果 
 

２-３-１.住民アンケート 

（１）調査の概要 

表 21 調査の概要 

 

（２）公共交通の利用状況等 

直近の 1か月で 1度でも公共交通を利用した回答者は全体で約 14％で、年齢別に見る

と、29 歳以下では約 30％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７８ 直近 1 か月の公共交通利用状況 

 

利用した公共交通機関としては約 60％が「モノレール」、「路線バス」と回答していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７９ 利用した公共交通機関（複数回答可）  

 概要 

調査手法 ・ 郵送による調査票の配布・回収 

調査対象 ・ 18歳以上（高校生を除く）90歳未満の住民 2,000人（無作為抽出） 

調査実施期間 ・ 10/1（火）～10/28（月） 

主な調査項目 
・ 日常生活の移動実態（日々の買い物、特別な買い物、通院） 

・ 公共交通の利用の有無、利用実態、改善要望 等 

回収結果 ・ 671件（回収率 33.6％） 

61.1%

61.1%

8.4%

4.2%

7.4%

2.1%

0 20 40 60 80

モノレール(n=58)

路線バス(n=58)

護佐丸バス(n=8)

高速バス(n=4)

その他(n=7)

無回答(n=2)

回答率（％） (n=95）
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公共交通を利用した外出の目的として、全体では「飲食」が約 30％と最も多くなってい

ますが、70歳以上では「買い物」、「通院」の回答割合がそれぞれ半数以上となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８０ 公共交通利用時の外出目的（複数回答可） 

 

 

公共交通“非利用者”の日常の移動手段を見ると、30歳～79歳までの約 90％が、「自

家用車（自分が運転）」と回答しており、「自家用車（自分以外が運転）」も含めると、

高齢者でも自家用車での移動が主体となっています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 ８１ 公共交通非利用者の日常の移動手段  
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（３）公共交通利用者の困りごと 

公共交通を利用する上での困りごととしては、「自宅からバス停等までの距離が遠

い」、「運行便数が少ない」、「悪天候時に野外で待ち続けるのが大変」の回答割合が

35％以上と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８２ 公共交通利用者の困りごと（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

希望の目的地（抜粋） 

 モノレールてだこ浦西駅（n=8） 

 那覇空港（高速バスまでキャリーケースを持って移動できないため）（n=1） 

 宜野湾市（こどもが宜野湾高校に行きたかったけど行くバスがなかった）（n=4） 

37.9%

36.8%

35.8%

28.4%

27.4%

25.3%

17.9%

13.7%

11.6%

10.5%

6.3%

5.3%

3.2%

17.9%

6.3%

自宅からバス停・モノレール駅まで距離が離れていて

歩くのが大変(n=36)

運行便数が少ない(n=35)

雨などの悪天候時に屋外で待ち続けるのが大変(n=34)

目的地となる施設からバス停・モノレール駅が遠い

(n=27)

希望の目的地の付近を運行する公共交通がない(n=26)

自宅へ帰るときに公共交通を待っている時間が長い

(n=24)

モノレールと路線バス、路線バスと護佐丸バス、護佐

丸バス同士の乗り換え時間が長い(n=17)

どのバスに乗れば目的地に行くことができるのか分か

らない(n=13)

運行する時間が目的に合わない(n=11)

目的地に到着するまでに乗車している時間･距離が長

い(n=10)

乗車のたびに硬貨などで運賃を払わなければならず面

倒(n=6)

目的地までの運賃がどのぐらいになるか分からず不安

(n=5)

バス車両の段差が高くて乗り降りしにくい(n=3)

その他(n=17)

無回答(n=6)

0 10 20 30 40 50

回答率（％） (n=95）
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（４）公共交通“非利用者”の不安等 

現在の移動手段（公共交通以外）を利用することに対しては、半数以上が「特に困って

いること･不安なことはない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８３ 現在の移動手段を利用する上での不安等（複数回答可） 

 

仮に公共交通を利用する場合の心配や不安等については、「目的地までの所要時間が分

からない」や「バス停・モノレール駅等での待ち時間が分からない」等の回答が比較的高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８４ 公共交通の利用を考える際の不安等（複数回答可）  

37.0%

33.6%

30.1%

28.1%

23.2%

12.4%

10.8%

5.5%

目的地までの所要時間が分からない(n=203)

バス停・モノレール駅などでの待ち時間が分からない

(n=184)

心配･不安などは特にない(n=165)

運賃がどの程度かかるか分からない(n=154)

どこに行くことができるのか分からない(n=127)

利用方法が分からない(n=68)

その他(n=59)

無回答(n=30)

0 10 20 30 40 50 60

回答率（％） (n=548）



53 
 

２-３-２.利用者アンケート 
 

（１）調査の概要 

表 22 調査の概要 

 

（２）利用者の属性 

回答者の年代は、高齢者が約 54％と最も多く、次いで、一般の利用者が約 14％となって

います。また、居住地を見ると、下地区（安里～久場）が約 34％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８５ 回答者の年齢                   図 ８６ 回答者の居住地 

 

（３）利用目的 

利用目的は「買い物」が半数以上と多く、次いで「通院」、「通学」の順となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８７ 利用目的（複数回答可）  

 概要 

調査手法 
・ バス車内においてアンケート調査票を配布、車内に設置したアンケート回収

ボックスまたは WEBにより回答 

調査対象 ・ 護佐丸バスの利用者 

調査実施期間 ・ 回収ボックス設置期間：10/15（火）～11/14（木） 

主な調査項目 

・ 護佐丸バスの利用状況（乗車路線・乗車場所・利用目的・乗り継ぎ状況等） 

・ モノレールの利用状況 

・ 公共交通に対する改善要望 等 

回収結果 ・ 70票 

上地区

（登又～北上原）

12
17.1%

上地区（南

上原）

8

11.4%
下地区（伊

集～浜）

12
17.1%

下地区（安里～久場）

24

34.3%

中城村外

11

15.7%

無回答

3

4.3%

(n=70）小学生

3

4.3%

中学生

8

11.4%

高校生

9

12.9%
一般

10

14.3%

高齢者

38

54.3%

無回答

2

2.9%

(n=70）

54.3％

44.3％

28.6％

10.0％

8.6％

7.1％

2.9％

2.9％

14.3％

2.9％

買い物(n=38)

通院(n=31)

通学(n=20)

親戚・友人宅(n=7)

娯楽・習い事(n=6)

飲食(n=5)

通勤(n=2)

観光(n=2)

その他(n=10)

無回答(n=2)

0 10 20 30 40 50 60回答率（％）

(n=70）
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（４）移動特性 

よく利用するバス停としては、「普天間りうぼう」、「ハートライフ」、「役場」の回

答が多く、中城村の各地区からの目的地となっているものと推察されます。また、乗車す

るバス停としては「新垣」、「奥間」の回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８８ 護佐丸バス利用者の移動特性 
資料：国土数値情報、中城村資料、利用者アンケート結果 

※ 「最寄りのバス停」と「よく降車するバス停」の組み合わせを図上に示した 

 

（５）改善要望 

 護佐丸バスに対する改善要望等（抜粋） 

 

■ダイヤの変更・

増便 

・ 高齢者にとって有益な交通手段であり、出来る限りの増便を希望し

ます 

・ バスの時間を変えるか、本数を増やしてほしい。学校が終わる時間が

16：00なので 16：14に普天間にくる伊集回り線に間に合わないこと

がある 

■土日利用 ・ 土日祝に便数を減らしても運行してほしい 

■バス停の設置 
・ 昔新原バス停があったのですが、今はバス停が無くなり不便です 

（上地区（登又～北上原）） 

■琉大病院の移転 ・ 普天間に移転する琉大病院まで護佐丸バスを通してほしい 

■その他 

・ 少し便数を増やしたり、護佐丸バスで行く（ことができる）観光を案

内するとか買い物の場所をアピールすればもう少し乗客が増えると

思います 
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２-３-３.民生委員アンケート 
 

（１）調査の概要 

表 23 調査の概要 

 

（２）担当地区の実状 

担当地区において、住民自身が行く「以外」に買い物をする方法について、全体で約

77％が「ある」と回答しています。 

また、自家用車等で移動する「以外」の方法での受診については、約 35%が「ある」と

回答しています。 

高齢者等の自由に移動することが困難な方に対して、ご近所やボランティア等 

の「自家用車」で移動支援を行っている実態についても、約 27％が「ある」と回答してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民自身が行く「以外」に買い物

をする方法としては、「移動販売･

訪問販売を利用している」という回

答が多くなっており、自ら移動しな

くても日常の買い物ができる状況

がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 概要 

調査手法 
・ 民生委員（民生委員がいない自治会については自治会長）の定例会において

調査票を配布・回収 

調査対象 ・ 民生委員（民生委員がいない自治会については自治会長）：計 31人 

調査実施日 ・ 10/8（火）民生委員会／ 10/10（木）自治会長会 

主な調査項目 
・ 地区の実情（買い物、通院、移動支援、送迎サービスの有無等） 

・ 外出に関する「困りごと」 等 

回収結果 ・ 26人から回収（回収率 83.9％） 

図 ８９ 担当地区の実状 

70.0%

35.0%

40.0%

35.0%

0% 20% 40% 60% 80%

移動販売・訪問販売を利用して

いる(n=14)

電話やインターネットなどで注

文し届けてもらっている（宅

配・通販サービスなど）(n=7)

親族や近所の方に代わりに買い

物に行ってもらっている(n=8)

その他(n=7)

(n＝20)

図 ９０ 自身で「行く」以外の買い物方法（複数回答可） 

 

76.9 

34.6 

26.9 

19.2 

57.7 

46.2 

3.8 

7.7 

26.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自身で買い物に出かける『以外』の買い物方法

自身で通院される『以外』の方法での受診方法

『自家用車』で移動支援している実態

ある ない 無回答

(n＝26)
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（３）移動に関する「困りごと」 

全ての地区で、移動サービスを利用することができなくて困っている状況が見られま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動サービスを利用できなくて困っている理由としては、上地区（登又～北上原）では

「バス停等まで歩くことが出来ない」、下地区（安里～久場）では「バス停等で一定時間

待つことが難しい」、上地区（南上原）では「運行する時間が目的に合わない」といった

回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

現在、移動サービスを利用できない方が利用できそうな支援･サービスについて、上地区

では「自宅付近までバス等が来てくれる移動サービス」の回答が多くなっています。ま

た、上地区（登又～北上原）では「そもそも移動サービスを利用すること自体が難しい」

という回答が目立ち、他地区と比べても外出が難しい状況にあるものと推察されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

66.7％

40.0％

18.2％

14.3％

26.9％

33.3％

27.3％

14.3％

19.2％

36.4％

42.9％

26.9％

40.0％

9.1％

11.5％

20.0％

9.1％

7.7％

33.3％

60.0％

45.5％

57.1％

50.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180%

上地区（南上原）(n=3)

上地区（登又～北上原）(n=5)

下地区（安里～久場）(n=11)

下地区（伊集～浜）(n=7)

全体(n=26)

自宅付近までバスなどが来てくれる移動サービス
目的地の近くまでバスなどが運行する
運行する時間を見直す
そもそも移動サービスを利用すること自体が難しい（外出が難しいなど）
その他
無回答

図 ９２ 移動サービスが利用できない理由（複数回答可） 

図 ９１ 移動に関する困りごと（地区別） 

図 ９３ 利用できそうな支援･サービス（複数回答可） 

66.7％

60.0％

63.6％

42.9％

57.7％

33.3％

40.0％

9.1％

42.9％

26.9％

27.3％

14.3％

15.4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上地区（南上原）(n=3)

上地区（登又～北上原）(n=5)

下地区（安里～久場）(n=11)

下地区（伊集～浜）(n=7)

全体(n=26)

ある ない 無回答

50.0％

100.0％

42.9％

33.3％

53.3％

33.3％

71.4％

33.3％

46.7％

33.3％

42.9％

33.3％

33.3％

100.0％

33.3％

28.6％

33.3％

40.0％

50.0％

33.3％

57.1％

33.3％

46.7％

0% 50% 100% 150% 200% 250%

上地区（南上原）(n=2)

上地区（登又～北上原）(n=3)

下地区（安里～久場）(n=7)

下地区（伊集～浜）(n=3)

全体(n=15)

バス停などまで歩くことができない バス停などで一定時間待つことが難しい バス停などから目的地が遠い

運行する時間が目的に合わない その他 無回答
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２-３-４.小中高生アンケート 

（１）調査の概要 

■小学生・中学生〈保護者〉アンケート 

 小学生〈保護者〉 中学生〈保護者〉 

調査 

手法 
・ 「スクリレ」アプリを通じて実施 

調査 

対象 

・ 中城村立小学校 3校 

（調査月時点：1,528 名） 

・ 琉球大学附属小学校（中城村在住者、護

佐丸バスを利用したことがある方） 

・ 中城中学校（調査月時点：542名） 

・ 琉球大学附属中学校（中城村在住者、護

佐丸バスを利用したことがある方） 

調査 

実施期

間 

・ 中城村立小学校 3校：10/15（火）～11/4

（月） 

・ 琉球大学附属小学校：11/8（金）～11/25

（月） 

・ 中城中学校：10/15（火）～11/4（月） 

・ 琉球大学附属小学校：11/8（金）～11/25

（月） 

主な調

査項目 

・ 登下校手段･登下校時刻 

・ 公共交通利用状況 等 

・ 登下校時の公共交通の利用 

・ 登下校時の送迎の実態 

・ 進路選択における公共交通の影響 等 

回収 

結果 

・ 中城村立小学校 3校 

：272件（回収率 17.8％） 

・ 琉球大学附属小学校 

：21 件。うち村内在住者 174 名のうち

19件の回答（回収率 10.9％） 

・ 中城中学校：129件（回収率 23.8％） 

・ 琉球大学附属中学校 

：78 件。うち村内在住者 157 名のうち

44件の回答（回収率 28.0％） 

■中学生〈学生〉アンケート 

■高校生〈学生・保護者〉アンケート 

 高校生〈学生〉 高校生〈保護者〉 

調査 

手法 
・ 郵送による調査票の配布・回収 

調査 

対象 

・ 住民基本台帳データより高校 2年生に該当する年齢の住民を抽出 

・ 239名に配布 

調査実

施期間 
・ 10月 23 日（水）～11月 18日（月） 

主な調

査項目 

・ 登下校手段･登下校時刻 

・ 公共交通利用状況 

・ 進路選択における公共交通の重要度 

等 

・ 登下校時の公共交通の利用 

・ 登下校時の送迎の実態 

・ 進路選択における公共交通の重要度 

等 

回収 

結果 
・ 70件（回収率 29.2％） ・ 67件（回収率 28.0％） 

 中学生〈学生〉 

調査 

手法 
・ 学校を通じて配布、回収 

調査 

対象 
・ 中城中学校（調査月時点：542名） 

調査実

施期間 
・ 10/21（月）～11/8（金） 

主な調

査項目 

・ 登下校手段･登下校時刻 

・ 公共交通利用状況 等 

回収 

結果 
・ 476件（回収率 87.8％） 
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（２）居住地 

居住地としては、上地区（南上原）

が多く、全体の約 40％を占めてい

ます。 

琉大附属小学校・中学校の回答者

には中城村外の方も約 36％含まれ

ています。 

 
※ 中城中学校の居住地の構成比について

は、中学生〈学生〉アンケートの回答

を使用して算出 

※ 高校生の居住地の構成比についても高

校生〈学生〉の回答を使用して算出 

 

（３）通学先 

小学生〈保護者〉 

中城南小学校の保護者による回答が多く、

全体の約半数を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９５ 回答者の通学先（小学校）      

 

高校生〈学生〉 

通学先の高校別の回答数と、回答のあっ

た高校の立地する市町村別の回答数および

全体に占める割合について示します。 

回答者の通学先としては「北中城高

校」、「普天間高校」、「西原高校」の順

に多くなっており、北中城村、宜野湾市、

西原町の近隣市町村へ通学している生徒が

全体の約半数を占めています。 

また、沖縄市へ通学している生徒も全体

の 23％を占めています。 

その他の市町村としては、那覇市や浦添

市等の高校が挙がっています。 

 

図 ９６ 回答者の通学先（高校）        

北中城村高校

11

西原高校

10

普天間高

校 11
中部商業

高校 5

コザ高校

4球陽高校

4

美来工科

高校 4

美里工業高校 3

美里高校 1

開邦高校

3

北中城村, 

11, 16%

西原町, 

10, 14%

宜野湾市, 

16, 23%

沖縄市, 

16, 23%

その他の

市町村, 

17, 24%

(n=70)

図 ９４ 回答者の居住地 
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（４）登・下校時の移動手段 

１） 登・下校手段 

高校生が最も多く利用する登下校手段は「路線バス」で、約半数を占めています。中学

生の登下校手段では「スクールバス」の回答が約 30％となっています。小学生の登下校手

段では約半数が「徒歩」と回答していますが、「護佐丸バス」や「スクールバス」も約

10％となっています。 

雨天時には「徒歩」や公共交通の回答が減り、自家用車（送迎）の回答が多くなる傾向

が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 ９７ 高校生の登下校手段（複数回答可） 

図 ９８ 中学生の登下校手段（複数回答可） 

図 ９９ 小学生の登下校手段※（複数回答可） 
※ 晴天時と雨天時の交通手段が変わらないと回答した方は、晴天時と雨天時の交通手段が同一であるとし

て構成比を算出 
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２） 通学における公共交通の利用状況 

小学校と中学校では「スクールバス」の利用が目立ちますが、中城南小学校と中城中学

校の生徒が中心になっており、他の学校では「護佐丸バス」や「路線バス」が利用されて

います。 

高校生は「路線バス」が 85％を超えており、顕著に高くなっています。また、沖縄市や

那覇市、浦添市等の遠方の高校への通学には「高速バス」や「モノレール」も挙げられて

おり、広域交通の利用が見られます。 

「路線バス」と「護佐丸バス」は、小学校・中学校・高校の登下校手段として利用され

ており、公共交通が登下校手段として重要な役割を担っているものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 １００ 通学先別の公共交通機関の利用割合（複数回答可）※ 
※ 小学校と高校については、晴天時の登下校手段の回答を対象に、公共交通を選択した方を母数とし

て、各公共交通機関の回答割合を算出 

 

（５）進路選択における公共交通の重要度 

高校生保護者アンケートでは、進学先（高校等）を選択する際に公共交通で通学できる

ことを重視したという回答が全体の 60％を超えています。また、中学生保護者アンケ―ト

では「公共交通での通学を『前提』として考えたい」、あるいは「進学時に公共交通で通

学できることが望ましい」と考えている人が全体の約 90％を占めています。 

    

 

 

 

 

 

 

  図 １０１ 中学生の進学時における公

共交通の重要度 

 

図 １０２ 高校生の進学時における公

共交通の重要度 

 

28%

34%

19%

18%

(n=67)
公共交通で通学できることを前提と

して進学先（高校など）を選んだ

公共交通で通学できることが前提で

はなかったが、重視した

公共交通で通学できるかどうかも考

慮したが、それほど重視しなかった

公共交通で通学できるかどうかは全

く考慮しなかった

41%

52%

7%
公共交通での通学を「前

提」として考えたい

できれば公共交通で通学で

きることが望ましい

公共交通で通学できるかど

うかはあまり考えていない

無回答

(n=207）
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（６）登下校時以外の利用状況 

公共交通は登下校時以外の場

面でも利用されており、中学生

と高校生では約半数が登下校時

以外でも公共交通を利用するこ

とがある（したことがある）と回

答しています。 

 

 
 

図 １０３ 登下校時以外の公共交通の利用の有無    
 

 

 

登下校時以外で、利用したこ

とがある公共交通としては「路

線バス」、「護佐丸バス」が目立

ち、「モノレール」についても一

定の回答が見られます。 

 

 

 

 

 図 １０４ 登下校時以外で利用する公共交通（複数回答可）    
 

 
 

中学生・高校生が登下校時以外で公共交通を利用する目的としては、遊びに行くためと

いった回答が多くなっており、小学生では「塾」、「クラブ活動」といった回答が見られ

ます。登下校時以外でも公共交通のニーズが高いことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 １０５ 登下校時以外の公共交通の利用の目的※（複数回答可） 

 

 

 

 

具体的な目的地 

 イオンモール 

 沖縄ライカム 

 那覇市 

 沖縄市 

など 

※ 小学生の目的地については、記述式の回答結果を、中学生・高校生アンケートの目的地の項目に分類。

「塾・習い事」の項目には、「部活動」「クラブ活動」を含む。 
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（７）送迎の実態（公共交通のニーズ） 

中学生と高校生ともに登下校時に送迎を実施する世帯が 80％を超えています。 

また、登下校時の送迎については、「負担に感じることがある」、あるいは「かなり負

担に感じることがある」という回答が 70％以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）改善要望・課題 

 護佐丸バスに対する改善要望等（抜粋） 

 
■進路選択への影響 

・ 乗り換え回数の多さや部活動の移動手段等から、通学手段が制限さ

れることで、進学先の選択肢が制約される 

■送迎の負担 

・ 帰宅時等バスの利用時間帯が合わず、送迎が必要になる 

・ 土日の部活動の際には送迎が必要になり、負担となっている 

・ 他の用事との兼ね合いもあり、子どもの活動時間が限られる。また、

送迎が難しい場合は、徒歩で帰宅するため、不安 

■通学時間帯の混雑 
・ 通学時の路線バス・護佐丸バス・スクールバスの利用者数が多く、

乗車できないことがある 

■運行本数 ・ 通学時間帯のバスの本数・台数を増やしてほしい 

■学生割引や運賃・

支払い方法に関す

る要望 

・ 運賃補助や学生割引を取り入れてほしい 

・ バス回数券や現金以外の支払い方法を使えるようにしてほしい 

・ 登録された IC カードでの支払い時(乗降時)に、保護者登録アドレ

スやアプリを通しての即時通知などがあると安心 

■バス停の改善と利

用促進 

・ バスの乗り方や時刻表、金額等の分かりやすい表示、小学生向けの

パンフレット等による利用促進 

■登下校時以外の公

共交通の利用 

・ 週末に友達と遊んだ際の移動手段やバスの便が少ないため、帰りに

バスがない場合は、親に送迎を頼むか、タクシーを利用する必要が

ある 

・ 私用や習い事でも子どもたちだけで利用できるようになれば、子ど

もの自立にも繋がっていくと思う 

・ 交通手段がないため、土日や夕方の村の活動の参加がしづらい 

■その他 ・ 津覇区域へのスクールバスの運行に関する希望 

  

図 １０６ 中高生の登下校時の送迎の有無 図 １０７ 中高生の登下校時の送迎の負担の有
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２-４.ワークショップ結果 
 

中城村の地域公共交通を考え、アイデアを出し合う機会として、ワークショップ（全 2

回）を実施しました。 

（１）第１回ワークショップ 

表 24 第 1 回ワークショップの概要 

日時 ・ 令和 7年 1月 23 日（木）14:00～16:00 

参加者 ・ 老人クラブ連合会、社会福祉協議会、校長会、公募住民（計 5名） 

目的 
・ 中城村の公共交通の“現状”と“課題”についての認識を共有する。 

・ 課題の解決に向けた“アイデア”を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果のとりまとめ（概要） 

■課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■課題の解決に向けたアイデア 

 

 

 

 

  

図 １０８ ワークショップの様子 図 １０９ ワークショップの成果 
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（２）第２回ワークショップ 

表 25 第２回ワークショップの概要 

日時 ・ 令和 7年 8月 20 日（水）10:00～12:00 

参加者 
・ 社会福祉協議会、公募住民、民生委員

（計 7名） 

目的 

・ 中城村の公共交通の基本方針（あるべ

き姿）や施策展開の方向性についての

考え方を共有する。 

・ 中城村の公共交通のあるべき姿の実現

に向けて、それぞれが「どんなことに

取り組めばいいか」「どんな風に変えて

いくか」について考え、具体的に検討

すべき項目について話し合う。 

 

結果のとりまとめ（概要） 

 

 

 

 

  

図 １１０ ワークショップの様子 


